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緊張のうちにも和やか Iこ 祝 典はすすむ

総
理

全
国
婦
人
新
聞
回
覧
表

す

サ
ー
ク
ル
内
で
回
覧
す
る
折
の
捺
印
欄
で
す

図庭本日L 、しら

館

lま

ニL

一フス

に
祝
辞

ー
モ

銀行預金の中て、もっtもお利息のよい預金ですか弘
まはればまはるほ広

おトクな利息を生かしてふやせます二
¥lそのうえ、元金成長型(元利自動継続扱けになされは元金と利息を合わせて
いっそう有利な複利計算て米きくふやせま主
冬期ボーナスの使途(昭和51年度)

ホーナスは

会編
、~司~
太陽神戸銀行

家言十に力弘
ォミーナスは太陽神戸2年定期。Ir 
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画
的
平
等
刑
確
保
H
A
れ
る
去
J
な
方
刈
る
例
報
資
料
白
眼
唱
及
び
揖
供
姥
で
あ
る
.

で
、
民
法
押
出
臨
調
制
定
を
再
検
問
す
力
間
人
岨
帝
に
閣
ず
る
柑
門
的
な
園
山
口
行
動
計
画
哨
聞
に
指
い
ず
ほ
、

る

必

疫

が

あ

る

。

副

司

研

究

時

四

聖

車

軒

年

定

年

刷

、

輯

縄

恒

師

、

出

聞

過

法
制
需
品
会
見
出
部
告
身
分
出
川
小
安
(
2
)
怨
語
大
学
晒
制
輔
自
早
川
串
な
也
曹
を
白
書
し
、
五

日
会
に
お
い
て
は
、
到
す
、
民
法
(
開
府
道
大
学
は
、
広
〈
職
軍
人
や
暗
示
庇
十
三
年
占
同
町
を
初
年
曜
と
す
る
目
白
年
武

同
嗣
、
申
立
嗣
)
白
改

μ由
た
め
白
世
附
入
、
さ
ら
に
高
腔
新
車
者
に
、
新
し
肝
画
に
前
世
づ
い
て
、
全
岨
的
な
申
入
閣
は

討
が
准
め
ら
れ
て
い
る
.
民
法
白
己
れ
い
市
聞
に
よ
る
ト
八
噌
車
内
由
開
会
を
創
出
、
明
暗
活
動
及
び
盟
問
的
・
回
別
的

b
D
部
分
一
は
、
軍
日
作
掃
に
お
廿
る
師
供
す
る
乙
と
に
よ
り
、
荊
が
同
高
押
誼
仔
政
桐
噂
等
白
描
簡
を
南
極
的
に
川
崎
開

人
白
怯
的
地
位
と
傾
め
て
需
措
な
間
同
宵
白
柔
軟
な
逝
国
に
寄
与
し

4
っ
と
ず
し
て
い
〈
。

が
あ
D
、
す
み
や
か
に
制
摘
を
削
る
べ
る
も
白
で
あ
る
.
A
W
辿
に
お
い
ず
ち
杭
年
定
年
制
帯
を

き
拙
駅
点
事
項
乙
任
主
、
b
れ
る
.
E
D
世
増
大
学
に
つ
い
て
は
、
昭
和
内
野
と
す
る
就
業
地
判
明
働
協
約
及

同
小
秀
同
高
指
己
れ
ま
で
に
噴
射
υ
四
十
四
年
以
来
究
部
門
を
中
心
に
、
モ
e
ぴ
唖
場
憎
付
型
自
主
的
改
婚
を
緬
や

て
言
た
拍
も
な
山
田
点
の
う
ち
、
辺
自
由
抑
制
品
目
世
田
中
州
誼
白
た
め
白
描
』
か
に
汁
わ
れ
る
乙
と
を
捌
持
す
る
。

地
位
と
聞
い
か
か
わ
P
D
あ
る
白
は
、
古
-
m
輔
が
週
め
ら
れ
て
き
た
.
買
部
執
年
定
年
制
、
結
掴
屯
顧
剛
帯
血
茜

配
附
省
白
相
続
分
を
引
き
上
げ
る
べ
き
刊
で
一
時
附
和
五
十
二
年
置
に
お
い
年
間
計
幽

か
と
一
コ
か
と
い
う
問
問
、
あ
る
い
は
乙
て
、
創
設
曙
叩
ぜ
を
斑
足
さ
ぜ
て
、
晶
噛
組
内
M
人
少
年
同

地
L
開
通
し
て
、
理
什
白
世
宜
主
師
同
宵
混
同
の
嗣
班
、
乾
物
の
作
唱
聖
什
ラ
昭
和
瓦
十
二
年
六
月

間
間
で
あ
る
別
問
制
を
共
有
利
に
曲
め
ほ
か
、
閣
北
大
学
及
ぴ
広
島
大
学
に
E
-
、
年
訳
針
阿
申
担
ら
い

る
べ
き
か
ど
っ
か
、
迎
庫
白
雌
持
附
加
噛
し
で
接
指
曹
を
法
行
ず
る
な

4

わ
が
閣
に
お
い
て
は
、
謹
白
下
回
国

に
特
別
白
此
献
を
し
た
椙
蹴
人
目
寄
旬
、
J
引
長
続
き
削
控
咽
怖
を
堪
め
る
.
女
平
胃
M
r
H
E
法
白
定
め
る
基
市
的
臥
盟

を
評
価
し
て
、

ζ
れ
に
一
定
の
一
同
産
を

川
コ
、
折

レ

パ

時

時

C

Eて
保
障
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
今

与
え
る
剛
山
地
を
罰
け
る
べ
き
か
と
う
一
か

L

2

1

f

J

l

目
、
多
く
白
附
人
m
m
掛
に
進
出
し
、

君
臨
で
あ
る
・

即

応

す

る

学

校

護

基

走

大

差

世

聖

地

し

て

い

同
小
番
目
金
時
昭
和
五
o
f
封

PE

f

る

.

に
間
間
さ
れ
+
凸
閏
桂
部
会
L
そ
れ
ま
で
i

書
v
w
詔
F

し
か
し
、
職
場
に
は
、
世
間
と
し
て

白
帯
融
自
お
も
な
内
容
及
。
岡
田
点
を
宇
桂
輯
宵
に
お
い
て
は
、
惜
&
申
敢
閤
K
D
T
小
平
帯
が
存
炉
レ
て
お
D
、
E

申
間
報
開
す
る
と
と
も
に
、
己
れ
を
公
育
活
動
全
陣
9
逼
じ
て
、
同
女
が
互
い
用
に
お
け
る
提
件
盤
欄
白
必
腎
と
そ
白

n
k
し
、
各
界
白
眉
見
を
聴
品
ベ
更
に
事
に
相
手
目
立
掛
や
人
格
を
暗
唱
し
、
児
島
本
的
方
向
は
、
間
人
世
年
間
昭
事
誕

堂
柑
げ
て
い
る
が
、
開
叫
話
相
嗣
女
平
等
白
目
制
を
身
に
つ
け
る
ま
ノ
に
企
白
混
同
に
お
げ
る
去
の
瞳
脅
回

し
に
つ
い
て
同
さ
し
あ
た
b
、
問
叫
閉
揺
さ
れ
な
廿
れ
ば
な
ら
な
い
・
同
時
と
師
幽
白
平
帯
四
回
唾
L
閣
ず
る

者
白
相
蹴
舟
を
現
行
法
よ
D
引
き
上
げ
買
部
省
で
一
は
、
昭
和
主
士
辛
料
用
砧
蝿
」
及
び
附
人
問
題
企
向
推
進
ぶ
部

る
べ
き
で
あ
手
と
す
る
意
見
及
び
間
同
教
育
掛
町
需
品
告
白
答
申
(
晒
和
五
十
四
閉
廷
し
た
岡
山
口
行
剛
計
闘
に
市
さ
れ

者
白
椙
耐
骨
に
つ
い
て
は
、
子
白
有
-
年
十
二
月
〉
に
聾
ヲ
き
、
小
中
学
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

冊
、
そ
の
人
政
、
年
齢
あ
る
い
は
間
制
控
白
析
学
門
用
導
要
閣
津
両
示
し
た
a
乙
白
年
間
計
珂
は
、
E
争
回
を
空
け

年
敵
将
の
事
情
に
b
じ
f
M
定
歩
説
け
己
れ
ら
は
、
小
学
慣
に
つ
い
て
は
昭
和
て
、
骨
珂
的
国
間
な
〈
定
年
年
齢
に
由

る
ベ
去
で
あ
る
と
す
る
意
見
な
ど
が
あ
五
十
丘
年
四
月
か
ら
、
中
学
棋
に
つ
い
交
の
辺
を
且
け
る
制
官
及
び
帖
師
妊

り
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
い
っ
寺
コ
咽
て
は
昭
和
主
+
六
年
四
月
か
ら
虫
揺
さ
嗣
・
出
足
渇
職
制
等
女
4
7
の
み
に
適
用

h
J
下
げ
ヂ
横
却
す
争
必
叫
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
モ
れ
ま
で
白
期
間
に
は
、
罰
さ
れ
る
遣
時
制
度
時
室
説
明
制
腔
白

川
己
れ
に
出
迎
し
て
、
小
存
町
叫
省
学
問
桐
噂
哩
間
に
同
耐
に
些
h
す
る
た
解
梢
白
た
め
に
前
定
ず
る
も
白
で
あ

四
時
慣
の
た
め
白
具
体
的
な
方
輔
が
噛
め
の
暗
骨
折
世
が
聾
揺
さ
れ
、
主
知
る
.
E
れ
は
昭
和
五
士
-
年
躍
を
初
年

間
さ
れ
て
い
る
。
学
問
国
別
噂
型
間
に
高
づ
〈
瞳
叫
占
づ
〈
周
と
す
る
五
か
年
白
革
問
計
聞
で
あ

奇
峰
、
現
存
削
瓜
由
連
川
白
晦
聞
、
。
、
新
教
育
醜
刊
白
副
胤
白
研
兜
帯
白
る
・
広
く
吋
聞
を
は
H
あ
-
般
国
民
に

同
国
各
M
H
白
由
品
、
外
同
立
法
制
時
に
開
削
附
が
仔
わ
れ
る
。
荊
針
白
色
白
州
ず
と
と
も
に
、
行
政
推
進
白

つ
い
て
調
官
川
研
究
し
つ
つ
憤
肘
刑
判
日
新
学
問
問
岬
唖
削
で
は
、
中
学
腔
白
H
冶
と
な
る
も
白
で
あ
る
.

ら
れ
、
法
制
需
品
企
白
事
中
川
即
日
ら
れ
「
技
師
・
軍
拡
」
に
お
廿
る
世
来
白
目
二
、
内
容

れ
は
、
早
AE
に
こ
れ
に
基
づ
会
品
枯
草
を
」
向
昔
、
女
平
同
き
由
民
升
を
や
め
、

計
同
閥
問
を
A
L
て
、
広
く
骨
他
に

作
出
し
、
世
一
止
を
什
う
乏
瓦
で
あ
る
。
男
子
に
も
嵐
一
匹
系
列
町
一
樹
容
を
司
玄
寸
こ
か
り
の
担
別
的
制
度
白
解
前
に
つ
い

に
も
担
柿
系
列
目
聞
域
を
そ
れ
ぞ
れ
合

三

、
新

レ

い

教

育

機

空

間

陪

さ

ま

よ

う

に

話

ず

さ

れ

同

問

時

間

円

引

p

i

長
と
い
う
副
則
が
示
さ
れ
た
.
旬
L

会
の
創
山
仏

4
4

4
-n

青
学
町
田
噂
悼
恒
宅
、
こ
れ
ま
で
以
上
ハ
l
)
昭
和
五
十
二
年
度
に
お
い
て
は

に
各
学
世
田
抽
日
白
帆
が
拡
よ
さ
れ
た

職

柚

や

軍

師

宅

働

差

是

が

ら

高

時

世

持

政

問

時

園内行動計画前期置点目種目一つ。柵人目融商法定書加の健遮‘について

酎明する組理府晴人問題担当室隻久母国耳苗民

全 国婦人新聞 昭和52年ユユ月20日 (目曙目〉

;i1F!i!;jj! 
qFijiii!!ih-i1;;;;;;;;iijjfjjjjjjjjiiiji15235総理
iiiii ;副総ifRii建設ii;25!?1iij臨む!??!ii控訴を!?言語
i;;;;j jji化iiiiFiji iji;?;ii i宅iF;;;iipij;;!!iji;i!;iij j i jjji!ij ;;;i 
?!!?iiiiijj!;!議長jjigi!?!;;!??昔話ji!;iiii!jiijjiiiiiii諮
問時間関I1 正一帽 逼ーー画面:i誤認!?i;促社
均ii持続世間五II ¥ c ~宮 司.掴・司hiF11523iドヂ
抽出5iiiiii!?lh守Stf cヘ?戸で3ahi出iE
;ili!?iij;!513惨とバベ二 !Zigi目指ji
ii臨時抗議~~--~圃F U司 掠iiii!?持
iij;;jj持jjiijj予aEi お 15i21i;!?!?詰
出陣ii言語!ー型一一…を横肘JJi5ijiiiEj室i
iiii!!!!i!?iiiiij鰐!Ej;;152i!Fijij時!?!;;;i;;;ijj;容器iiji!jji
fjjHiijjjiii!iijjjl!i iJJiigj;!?;jjj保i!!;!ii1jiii!;部員総jj;:;
i;群馬君!?ijiijit字詰;刊誌i器Fijiziij;iiji!?55fjij!;;;;zijjjjj;;

く日 曜日〉昭和52年エユ月20白

に
対
し
て
、
R
白
事
命
制
に
附
す
る
協
力

4
、
調
託
研
兜
白
由
景
福

-
D
を
臨
調
ず
る
a
t
m
人
自
由
簡
世
足
参
加
に
出
坤
す
る

〈
1
〉
苦
笑
・
安
叫
合
胃
白
昼
一
U
及
悶
h
、
冊
兜
及
笠
ι朗
建
寝
ぎ
に
内

び
任
命

・
安
帽
に
よ
D
公
摘
の
温
存
外
白
例
報
資
料
白
眼
担
、
座
開
法
立
世

に
唱
た
る
た
U
帯
へ
の
師
人
目
拙
陣
棋
聖
行
う
・

的

費

用

な

お

、

己

白

う

ち

、

日

間

引

委

判

m

M

2

宇

田

公

自

、

官

寝

間

宝

U

2

6

人

は

ヨ

一

L

3

2

nu
同
及
び
軸
崎
由
匝
人
誌

υに
制
組
理
L
る
t
つ
て
は
、
m
椛
制
祉
制
時
へ
白

的

幅

h

M

判

喝

聞

い

理

解

を

持

っ

た

M

人

が

そ

の

特

性

(
3〉
地
瞳
白
消
計
画
へ
由
同
人
申
書
を
ル
R
か
し
た
地
輯
制
附
箔
酬
を
行
う
と

加

白

促

進

と

が

閤

侍

さ

れ

て

い

る

と

乙

や

か

員

、

3、
社
告
的
自
理
由
自
問
胤
E
れ
'
U
婦
人
白
書
加
を
踊
極
旬

ι推
進

政
荊

・
方
針
唱
の
限
定
へ
白
嗣
人
白
ず
る
.

事
加
を
型
ず
る
社
へ
合
同
置
を
つ
く
ま
士
、
人
欄
擁
沼
会
日
(
罪
州
人

り
、
そ
白
樫
態
と
な
る
財
人
自
責
圏
内
は
-
O
拓
臥
上
)
に
師
人
が
よ
り
努
ミ

ヒ
と
品
情
曲
目
活
指
品
を
叫
す
・
昨
両
さ
れ
る
よ
A
品
盟
し
、
か
宅
金

(
l
v
民
間
議
闘
・
団
体
に
封
ず
る
同
人
間
擁
壁
同
坦
宣
言
い
附
人
間
叶

協

力

附

世

間

古

書

聞

き

、

そ

の

師

人

代

丘

を

1

7
a
H
槽
凶
・
団
体
に
お
廿
る
政
間
合
告
白
各
局
委
同
会
に
加
え
る
な
P
E

方
針
専
の
決
定
へ
白
師
人
白
書
楠
酎
ず
る
。

加

の

叫

正

え

事

業

、
宮
田
に
お
け
る
整
由
聞
き

イ

師

人

白

揖

用

、

白

#

幽

十
一
月
三
目
、
障
瑚
府
、
間
人
間
闇
担
当
室
〈
久
保
田
県
出
常
持
)
は

「
園
内
行
動
計
画
削
期
地
点
口
樫
」
を
見
来
し
た
.
己
れ
は
、
同
時
同
人

年
ハ
昭
和
五
十
年
)
に
耐
〈
「
国
連
M
L
A
の
十
年
」
m
Y
M
半
五
年
間
に
韓

国
府
が
聞
人
白
地
位
と
制
祉
白
向
ょ
を
刊
さ
し
て
町
点
的
V
L
川
崎
り
組
む
H

醐
念
作
っ
て
、
前
刷
白
貫
一
掘
に
均
る
う
と
い
予
も
白
で
あ
る
。
メ
年
シ
コ

で
醐
阻
さ
れ
た
凶
臨
開
人
年
世
川
押
式
会
で
揖
世
さ
れ
た
「
世
間
肝
行
動
岬
副

」
に
も
と
ず
い
て
、
日
置
で
は
今
年
一
月
「
国
別
行
間
計
画
」
を
楠
山
比
し

た
。
今
回
の
「
凶
内
打
聞
社
画
附
期
引
点
け
思
」
は
r
A
十
-
年
世
か
ら
五

十
五
午
庖
ま
で
白
耳
ヶ
年
間
の
け
聞
で
、
R
白
W
H
品
目
品
が
，
ず
V

出
さ
れ
て

い
る
昭
和
百
十
五
年
に
、
こ
白
喰
点
明
司
自
逝
み
て
合
を
地
点
抽
出
、
同
内

時
四
計
両
町
品
川
し
を
付
う
支
定
で
あ
る
。
N
町
卜
は
「
同
自
仔
間
町
内
刑

期
匝
点
H
咽
」
白
全
変
で
あ
る
.

立
遅
れ
の
是
正
を
先
行

十
ーーー‘

項
目
を
重
点
的
に

団
関
聞
人
年
〔
一
九
む
孟
年
〉
に
師
軍
型
、
軍
E
に
お
け
る
安
田
働
き
白
に
す
ぎ
な
い
状
拐
事
る
。
同
時
に
、

〈

一

九

じ

六

年

か

ら

一

九

円

つ

瓦

年

は

、

牌

町

政

間

決

定

へ

申

書

加

は

附

人

田

地

位

両

「
国
連
聞
人
百
十
年
」
と

πι
さ
れ
、
新
し
い
韓
奇
柵
告
白
創
出
よ
白
基
本
で
あ
る
か
ら
、
岡
山
口
什
闘
訓

全
世
阿
に
お
い
て
、
同
問
閑
人
￥
D
H
新
レ
い
時
代
に
即
応
す
る
学
世
教
育
阿
白
前
期
的
五
年
間
に
は
、
す
べ
て
の

餌
遠
出
自
た
め
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
開
削
に
お
け
る
明
主
平
等
関
陣
符
が
己
白
間
岨
を
一
山
中
的
に
と
P

て
い
る
.
中
間
点
白
九
八
O
年
に
宵
M
捷
境
白
匪
耐
あ
げ
、
師
会
、
帯
眠
合
、
持
政
構
開
、

は
、
再
び
世
開
会
躍
が
聞
岨
さ
れ
、
そ
団
特
と
世
反
を
守
る
対
闘
政
均
教
育
研
究
槽
聞
‘
明
笛
租
角

れ
ま
古
田
五
年
間
白
璽
掴
白
上
に
立
つ
長
山
駒
村
聞
人
白
出
時
お
向
上
佐
用
符
耐
体
、
農
林
融
業
団
体
、
商
工

て
怯
半
期
白
咽
欄
が
行
わ
れ
る
予
定
官
軍
師
郡

白

自

立

促

進

サ

ー

ビ

ス

業

凶

体

、
嗣
和
団
体
帯
白
政

胴
士

あ

る
.

者

能

に

お

け

る

明

日

出

白

答

品

問

、
方
針
白
世
相
官
適
格
な
同
人
白
書

調
ト

一
揖
が
国
に
お
い
て
も
ぶ
年

一

月

間

内

間

際

協

且

加

を

地

+

八

阻

に

四

大

さ

宰

@

持

力

削

必

・
「

一
行
間
計
画
を
聞
定
し
て
、
今
世
十
年
間
も
と
よ
台
、
師
人
聞
踊
白
田
聞
は
E
R
A
で
あ
る
.

U
w
一
白
閥
人
間
品
開
施
揖
白
方
向
づ
け
宅
け
っ
由
時
間
に
阻
ら
れ
る
も
白
で
は
な
〈
、

ζ
白
た
め
政
府
は
、
五
十
二
年
六
月

J
d
工
初
、
そ
白
以
陸
い
く
つ
か
白
閥
抗
や
ま
た
、
田
点
事
項
そ
れ
ぞ
れ
申
進
め
方
十
同
目
、
町
四
世
一
嗣
に
咳
い
て
、
政
府

、

一
括
聞
に
着
手
し
、
施
曲
目
具
体
化
に
取
も
同
定
的
に
考
え
る
べ
聖
で
は
な
い
.

自
ら
行
政
へ
白
州
人
白
寺
田
町
拡
大
を

J

J
一
り
組
ん
で
い
る
白
で
、
己
己
で
計
山
白
現
在
型
施
中
白
、
ま
た
己
れ
か
ら
揖
幅
図
る
と
と
も
に
、
開
時
各
方
面
へ
も
臨

.

一
前
期
〈
お
お
む
ね
閉
和
五
十
瓦
年
ま
し
ょ
う
と
し
て
い
る
澗
賞
、
研
究
白
結
力
を
国
初
旬

国
円
行
間
計
画
由
同
期

S
H
一
t
v
D
重
点
的
尉
D
岨
品
事
情
苦
手
あ
県
伊
踏
ま
主
て
、
畠
る
い
は
施
閣
の
揖
五
年
間
白
亜
点
事
項
目
揖

一
と
し
ず
舟

1
一
週
み
方
を
伊
都
に
し
て
お
き
た
い
。
揖
竜
点
検
し
な
が
ら
よ
D
劫
県
的
な
方
別
問
酎
究
川
開
閉
す
る
こ
と
と
し
た
。

ー

一
現
在
禁
凶
に
お
い
て
は
、
勤
労
抑
桂
を
閥
晶
じ
て
興
行
す
る
と
旨
提
軟
制
人
目
政
要
事
加
を
匝
返
す
る

問
ほ

一
人
-
二
円

δ
万
人
ハ
手
回
大
聞
は
鹿
で
叫
道
的
な
盛
明
が
必
回
世
で
あ
る
.
E
特
別
活
動
拙
進
世
嗣

一
揖
醐
人
)
、
軍
盟
冊
人
と
し
て
軍
事
、
白
た
め
、

ζ
己
に
掛
げ
る
皿
点
事
項
、
咽
品

』
己

一
工
守
宵
胃
叩
勾
吋
同
人
や
老
人
白
介
瞳
に
つ
〈
し
及
び
嘩
め
方
は
べ
己
れ
聖
も
つ
て
陪
"
掛
府
冊
人
聞
掴
企
阿
推
返
本
部
世
定

』
.
二

て
い
る
師
人
一
て
、
六
O
O
方
人
、
軍
揖
的
な
も
白
と
喰
A可3弐
d
~
、
常
に
迫
加
、
世
普
揖
一

目

的

一
に
世
事
レ
て
い
る
閑
人
八
4
Q
V
h
人
、
章
足
し
て
い
る
も
の
と
埠
え
る
べ
き

国
昭
行
動
計
阿
附
半
期
白
前
点
章

一
手
白
眼
か
、
学
世
に
通
っ
て
い
る
若
い
で
あ
る
。
事
項
と
し
て
、
公
軸
を
は
じ
め
、
各
分

一
期
人
六
円

δ
万
人

〔
中
学
以
ヒ
〉
、
六
な
布
、
国
内
侍
動
計
画
白
型
櫨
渉
促
野
白
政
簡
・
方
針
帯
白
暁
定
へ
の
嗣
人

一
十
五
揖
以
上
白
用
人
が
E
O
O
万
人
と
避
す
る
た
め
白
寒
極
的
な
輩
楕
と
し
て
一
白
書
加
を
促
堪
ず
る
と
シ
E
に
、
拡
大

一
い
ラ
よ
う
に
、
さ
事
き
ま
申
立
場
白
問
時
、
師
年
度
目
理
点
翼
置
H
揮
白
一
作
ず
る
柵
人
の
世
間
に
対
ず
る
社
会
万
世

一
人

が

い

る

。

属

、

定

朗

報

告

書

白

作

成

、

調

査

1

研
白
理
解
明
進
、
聞
人
白
実
力
白
掴
葺
専

一
園
内
仔
動
計
画
は
、
E
れ
b
す
べ
て
兜
、
例
報
収
盟
、
広
報
漏
酎
専
を
進
出
基
商
慣
置
を
醒
既
ず
る
己
と
を
H
的

一
白
師
人
削
園
陸
上
白
基
準
山
欄
利
を
史
る
ほ
か
、
問
曲
目
骨
及
を
回
る
た
均
と
す
る
特
別
活
動
在
世
斑
ず
る
.

一
生
活
白
中
で
田
世
と
平
等
L
時
岬
さ
地
主
器
穂
高
偶
有
と
の
買
町
、
主
主
出
事
推
進
申
主
体

一
れ
、
間
同
体
一
括
白
あ
b
ゆ
る
両
に
川
妥
連
携
を
時
め
て
い
く
こ
と
と
す
る
.
ま
師
人
間
間
企
阿
鮮
道
本
部
が
主
唱
し

。
一
が
と
も
に
草
加
、
叫
酔
し
出
る
社
内
あ
た
、
岳
的
部
門
、
民
間
部
門
、
全
国
レ
得
宙
庁
が
己
目
情
動
が
提
遭
7
る
.

和
一
あ
D
方
P
四
胆
略
的
な
H
開
と
し
て
、
モ
ベ
ル
、
地
埴
レ
ベ
ル
白
描
嶋
崎
団
山
仲
間
三
協
A
を
求
め
る
槽
閥
、
団
陣

竺

定

め

塁

頭

号

6護
躍

に

お

い

て

も

蹄

人

間

語

学

暴

白

人

事

院

、

虫

計
検
問
問
、

集

荷

間
一
粛
に
よ
っ
て
促
進
し
ょ
2
ず
る
も
白
奪
回
無
世
げ
ら
れ
、
活

時

語

句

所

、

書

院

、

董

院

圏

一

で

あ

る

.

岨

み

が

な

さ

れ

る

乙

と

を

期

時

ず

る

も

品

杜

・

告

団

・
事
車
団
輔
、
地
方
公

則

一

己

れ

ら

白

描

閣

の

中

語

、

己

主

宅

霊

園

首

件

、

書

-

研

究

題

、

高

(
一
で
白
繁
白
伸
度
苦
闘
う
フ
と
す
る
も
園
内
行
間
肝
面
白
申
問
葉
(
一
九

労
働
組
合
、
世
用
者
団
体
、
間
人
団
体

一
回
、
現
在
憤
酎
中
白
も
白
、
こ
れ
か
ら
八
O
年
世
史
議
白
削
陸
〉
に
は
、
そ
青
少
却
団
陣
、
職
能
団
体
、
長
林
間
車

一
憤
酎
じ
よ
う
と
す
る
も
白
帯
M
M
AHま
れ
れ
ま
で
白
4
申
白
状
目
白
点
憤
空
行
団
体
、
医
相
冊
一
回
目
回
陣
、
間
祉
団
晶
、

一
て
い
る
が
、
す
べ
て
一
同
町
行
動
計
J

山
由
い
、
計
画
白
見
ぜ
を
行
う
予
定
で
あ
護
団
体
、
問
草
団
体
、

園
田
的
構

一
一

璃

と

し

て

附

遂

を

回

っ

て

い

か

ね

ば

る

。

聞

・
団
体
、
報
週
唖
間
帯
ι

一な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
.
し

か

し

な

が

曲

四

暗

闘

方

針

一九
回
輯
譲
包
に
時
計
画
白
間
半
期
一

、
婦

人

の

政

策

決

一

、

行

政

へ

B

M

人

容

宮

拡

大

一
に

特

に

量

点

的

な

官

霊

草

壁

定

参

加

の

促

進

国

白

行

政

へ

の

附

人

容

四

華

大

一ず
る
升
野
が
み
ら
れ
る
.
園
内
行
肋
酎

，
;
z
J

叩ノ

イ

!

ー
す
る
た
め
、
配
阿
部
内
官
択
也
事
項
を

竺
画
白
居
眠
市
町
内
白
血
に
明
争
レ
て
み
た
地
域
社
会
生
活
、
由
民
生
活
、
聖

ι
推
超
す
.

叩
一
と
き
、
禁
固
に
お
い
て
特
皇
室
車
社
会
長
曹
の
雪
火
事
な
と
と
(l
〉
需
品

る
も
自
に
つ
い
ず
、
閑
人
の
適
任

者
白
推
闘
方
白
世
制

戸

2
)
各
刷
衣
A
H
帯
へ
白
嗣
人
目
費
用

人
梱
揖
誕
a
u
、
民
性
-
E
U
時
世
間

帯
に
品
ヲ
い
て
一
任
由

・
番
嗣
さ
れ
、
地

埴
に
お
い
て
公
商
の
喝
行
に
当
た
る
書

'"謝伽a酬

商
事
へ
白
間
人
白
剤
磁
的
暫
用
及
。
間

人
目
盛
的
活
動
へ
白
亜
助

(
3
)
立
V
T
D
公
開
H
D
揮
刷
、
登

用
及
び
惜
力
聞
晶

ア
女
子
ナ
一
自
八
ム
話
凪
白
揖
刷
、
H
H
用

及
び
臨
埴
白
革
大
並
び
に
研
惇
・

劇
棚
田
槽
古
田
晴
相
自
由
弓

ιよ

る
描
力
白
聞
晶

特
に
京
子
が
哩
幹
明
動
力
と
な
っ
て

い
る
眠
掛
に
お
け
る
E
点
的
耐
慮

イ
世
融
ば
分
中
女
子
白
受
融
を
聞

胆
し
て
い
る
問
岡
田
見
H
し

(
4〉
各
相
盟
盟
会
、
公
聴
古
帯
へ

白
附
人
四
事
加
白
匝
起

〔
5
〉
同
開
会
局
時
へ
の
M
人
の
適

任
者
白
明
岨
的
眼
泊

二
、
家
業
、
家
庭
に

、

お

け

る

妻

の

働

き
の
評
価

地
再
M
A
持
団
修
七
回
他
白
公
的
開
聞

白
艦
大
也
ぴ
に
梢
楠
的
能
力
間
宮
臨
々
話
に
閣
ず
る
同
女
白
平
暗
を

揖

保

障

す

る

唖

桂

白

劃

定

(

二

十

四

品

)

ウ
調
査
、
広
報
、
教
育
酬
制
そ
白
に
品
ヲ
君
、
昌
也
は
、
夫
岡
町
虚
制
や

也
事
情
岡
田
園
田
に
沿
っ
た
臼
主
相
地
L
つ
竜
中
高
に
同
帯
白
柵
利
を

的

活

醐

間

由

て

い

る

・

例

え

ば

、

同

法

は

議

(

2

V

啓

晶

広

報

活

酎

別

置

制

を

と

っ
て
お
り
、
寄
稿
白

一
方

各
岨
啓
晶
活
動
司
広
報
蝉
障
白
面
用
が
掴
掴
中
自
己
白
名
で
問
た
財
産
は
、

そ
白
抽
出
咽
な
楠
全
を
と
ら
え
れ
京
活
そ
白
特
有
同
屈
と
さ
れ
る
か
ら
、
そ
の

曲
白
脇
田
D
R
E
及
ぴ
師
人
目
新
し
い
阻
り
で
は
夫
M
H
M
7
正
金
に
平
明
で
あ

世
割
、
社
〈
誤
謡
曲
帯
に
閉
ず
る
盟
解
る
.
し
か
し
副
状
に
お
い
て
は
、
去
の

白

一

用

道

動

引

に

よ

釘

担

貯

を

*fp或
暗
に
お
い

〈
3
)
教

育

刷

副

司

て

育

吋

軍

事

、

商

人

、

右

人

白

介

世

師
人
目
社
会
的
知
担
、
企
川
辿
官
間
帯
に
世
事
し
て
い
る
か
、
ま
た
は
、
霊

力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
唱
を
肋
M
R
ず
る
眠
世
主
省
と
し
て
夫
白
吋
む
掛
業
に
世

各
冊
目
教
育
剛
腕
へ
白
事
加
の
叫
進
丑
事
し
て
い
る
が
は
、
そ
の
明
品
聞
に
ょ
っ

ぴ
自
主
的
学
門
活
訓
由
理
勘
て
軍
眠
中
悟
に
口
献
し
、
あ
る
い
は
出
家

〈
4〉
自
主
的
居
間
白
促
進
産
申
臨
時
、
畑
加
に
帯
勺
し
な
が
ら
、

社
品
目
梱
処
笠
宮
較
師
、
地
域
保
値
白
己
白
名
古
耐
遥
秒
搭
唱
す
る
乙
と
が

牛
活
改
曹
、
環
境
故
議
、
梢
担
者
運
動
円
子
か
し
い
.
E
白
よ
ラ
な
世
舎
の
完

昭
社
会
主
悟
白
向
上
白
た
品
目
自
主
情
に
同
九
じ
て
み
る
と
き
、
堅
田
噛
動

的
活
剛
岳
西
晶
化
と
削
人
白
書
加
由
理
及
び
そ
白
軍
事
・
型
車
へ
白
日
献
刑
法

曲

四

ト

志

正

し

〈

酔

柿

さ

れ

、

男

宜

白

山

里

邑

F
O
E
-
'
A
v
a
，
A
U
.
，
A
U
一a'A
U
a
'
A
U
a
'
A
u
-
-
A
v
a
'
A
V企
'
o
I
'
仇
v
a
'
A
U
‘
，
A
V
.
，
仇
v
.
，
A
v
a
'
A
U
一.，
A
U
.
，
A
ua，
A
v
a
'
A
U
‘
，
h
v
.
，
仇
u
・
'
A
u
a
'
A
u
-
-
A
U
.
，
A
0
.
，
A
U
.，
A
H
I
'
o
v
a
T
H
u
-
-
h
o
a
'
hu‘.，
d

一

1

l

i

l

-

-

適

正

書

留

率

一

旬

日

本

っ

た

掴

外

白

官

室

、

同

人

か

ら

言

た

と

詰

れ

る

.

辺

川

白

屯

い

立

ち

と

そ

白

R、
車

置

は

P

宮

内

重

な

っ

て

一

司

一

一
た

っ
た

一

人

=
期
日
訴
の
週
明
酬
に
水
平
吉
本
民
間
白
酬
に
つ
い
て
白
系
ま
で
E
2
白
書
は
、
両
陣
哲
主
君
、
憲
史
的
な
耳
、
そ
白
現
れ
る
か
と
、
世
由
エ
ピ
ソ
ド
を
町

一
一
一

か

b

の

出

発

一
一
開
〈
・
苦
「
暴
露
」
な
ど
。
引
用
し
て
、
引

高

へ

な

官

互

出

時

点

と

し

て

い

る

剤

、

苦

笑

「

管

」

に

芸

お

謀

、

そ

れ

あ

げ

る

・

苧

コ

一「

J
1
J一パ

11

ー

一一

タ

イ

ト

ル
だ

廿

で

は

な

ん

と

な

く

寄

留

す

る

ロ

大

相

樹

に

4
〈

主

人

M

と

し

て

を

事

づ

宮

崎

町

議

笥

も

ち

る

五

誌

の

奇

問

〈

れ

E

t

由

。

H

=

道
冗
に
宇
ぷ
揮
の
こ
こ
ろ

一一

骨
=
S
I
-
-
u
J
A
-
-
=
尻
込
み
し
+
乍
く
な
る
唖
じ
で
は
な
い
仏
教
は
回
京
人
目
斗
面
と
母
、
問
問
人
的
に
措
し
、
散
年
間
か
な
り
し
ん
、
回
月
前
な
部
均
殺
え
り
ぶ
闘
-
問
削
乞
食
を
府
め
つ
げ
て
い
る
@
日

一

一

一

志
村
武
世
帯
二
か
と
出
わ
れ
る
の
だ
が
、
告
ら
い
か
か
わ
り
を
持
つ
白
に
、
い
ま
や
っ
そ
、
そ
の
闘
2
2
を
壁
は
、
雪

gに
は
飲
み
こ
め
な
い
自
刃
を
抜
い
て
一
刀
系
び
せ
、
さ
一

一H
i

l

l

-

-

-

2
=
=
Z
E
-
-
一
一
=
=
=
一
=
=
=
E
p
i
-
-
-
一
一
二
一
回
Z
E
-
-
-
一
一
一
一
=
一
=
一
三
一
=
一
一
一
一
一
一
川
と
こ
ろ
も
事
つ
品
、
山
庄
立
て
か
ら
に
よ
宅
己
目
;
は
問
。

一
一
提
起
一
言

(
除

T
…
わ
か
る
仏
教
禅
の
本

一

Mliiきいれ詩控訴一

日
が
り
も
し
な
か
っ
吃
。
そ
れ
な
白
に

γ
U
M
t
d
誹

川

川

-

部

を

組

介

し

て

全

悼

を

い

う

の

附

に

「

お

斬

D

な

さ

い

」

世

い

え

玉

4

0

一

室

副

昭

事

ベ

て

提

供

与

7
h
a
v
川

豊

富

な

比

較

と

引

例

川

は

露

で

あ

る

E
5
2一
話

相

手

の

H

;

に

見

上

二

OE--庫
、
製
品
る
と
週
一

Z

F

A

建

川j
l
z

l

J

H

1

川

一

聖

引

用

す

る

と

|

ち

「

聞

か

ず

」

由

置

。

田

喜

伽

了

主

人

詰

問

す

る

白

で

雪

I

l

l

f

i

z

z
--
Z
E
--E
E
-
-ZE--=宇一
一
E
z
----z
i

-
--
S
E

E
-

-

U

迫

z

突

き

は

的

重
し

漏

切

れ

な

い

。

…

白
う
か
、
そ
れ
が
仏
遣
で
あ
る
と
す
れ
車
、
女
性
に
吾
セ
間
ん
で
も
も
ら
い
開
試
構
礼
用
と
し
か
見
え
な
い
.
印
え
し
質
問
し
、
嗣
悶
に
芹
め
、
一
冊
因
し
た
回
世
「
同
を
学
ん
で
来
た
至
れ
D
峰
せ
り
と
い
う
べ
脅
か
.
申

白

ほ

、

仏

迫

と

は

伺

お

か

周

辺

若

手

白

で

あ

る

・

量

と

し

玉

、

あ

る

が

、

仏

語

ぶ

と

由

来

に

ま

皇

制

開

幕

つ

・

か

」

と

白

慎

重

2

・

主

解

釈

し

に

く

い

霊

童

話

一

司
生
躍
正
思
楢
を
た
ど
る
乙
と
は
、
仏
と
い
う
白
は
、
持
者
は
w
障
に
で
い
手
と
、
」
割
問
帯
女
H
向
け
の
ど
自
分
自
分
ら
な
い
と
と
は
省
か
な
い
わ
く
「
柔
軟
心
を
学
ん
で
来
ま
に
、
t
と
え
ば
「
墨
軟
ど

H
心

情

戸

町
教
白
ぷ
班
由
主
か
自
問
る
ζ
と
に
な
も
分
っ
て
も

b
フ
ζ
と
』
、
執
匝
白
こ
か
う
さ
ん
臣
い
こ
仲
山
E
H
か
、
ぃ
.
害
〈
か
ら
に
は
、
十
升
な
由
回
し
た
」
。
で
は
果
軟
心
と
は
而
か
.
白
副
幹
位
、
「
世
」
日
真
朗
、
と
瞳
骨

一

b

、

聞

と

安

易

自

点

査

証

重

臣

明

と

し

て

い

る

e
Z
E
撲
で
聞
白
〈
も
な
い
襲
と
い
う
を
・
仏
教
と
は
、
捕
と
は
、
に
闇
心
喜
は
附
D
け
な
え
警
な
〈
揖
ま
え
て
習
を
問
哩
L
し
て
〈

b

-

宮

Eに
も
な
る
」
事
由
仏
典
は
も
と
よ
D、
プ
ラ
ト
ン
か
ら
唖
じ
が
抽
い
白
で
は
な
い
か
・
そ
れ
を
博
之
に
は
簿
な
入
門
曹
で
も
問
主
、
そ
し
て
主
と
、
る

れ

る

宮

朝

切

で

君

。

一

目
は
じ
め
由
一曾
揮

で

幸

司

デ

カ

ル

ト

、

ゲ

l

テ

パ

イ

ロ

ン

と

い

が

仏

粧

を

し

て

抑

滑

に

附

ぜ

し

め

あ

売

る

阻

明

を

加

え

た

上

、

そ

由

来

耽

心

盆

脅

研

究

社

七

八

0

8

骨

「
4
0
4
4
4
0
4
0
4
0
4
0
4
0
4
0
4
0
4
0
'
4
4
0
4
0
0
0
4
0
4
0
4
0
4
0
4
0
・'
O
4
0
4
0
4
0
4
0
4
0
4
0
4
0
4
0
4
0
4
0
+
o
t
b

(通告517号)第ユ82号(3) 

四
月
1
円

か

ら
「絵
本
週
間
-

幼
い
自
に
同
叫
ん
ぜ
完
し
い
柏
木
町
旭

川
r
山
は
、
あ
と
あ
と
ま
官
心
に
班
る
も

り
で
あ
る
・

全
国
凶
審
問
協
調
会
、
日
ぶ
P
T
A

4
!
日
同
時
a
金
、
全
同
社
吉
田
祉
協
眠
金

と
侍
曹
団
、
副
幹
同
白
団
体
な
ど
六
出

障
が
、
位
ぷ
週
間
批
准
醐
直
会
を
栢
摘

し
、
乙
と
し
十
二
月
一
口
か
ら
+
四
日

ま
刊
の
二
週
間
を
「
怯
木
週
間
」
と
L

て
、
松
木
を
帥
み
事
や
レ
ょ
う
と
呼
び
か

け
忍
.
園
近
は
陸
軍
に
対
す
る
閣
心
が
非
常

に
高
ま
っ
て
い
て
、
そ
む
~
け
に
子
酷

だ
け
で
な
く
大
人
白
川
で
も
評
制
さ
れ

拝
ば
れ
て
る
作
品
が
多
〈
出
て
き
て
い

る
。
「
松
木
骨
川
む
こ
と
崎
県
H
D

M
明
書
ベ
柄
苧
叫
陪
席
す
る
加
点
」
と
い
う

り
が
酷
坦
陥
白
ヤ
長
で
、
叫
児
や
叫
枇

園
、
冊
押
川
同
は
も
と
よ
臥
J
だ
が
、
も
っ

と
広
〈
犬
人
た
ち
に
も
朗
酔
を
求
め
て

い
均
【
た
い
と
し
て
い
る
.

き
れ
い
な
ポ
ス
タ
ー
も
出
来
あ
が
り

陪
宵
聞
や
制
品
開
に
間
雨
さ
れ
、
週
間

に
ち
な
ん
だ
岨
掛
も
明
担
し
て
い
る
.

問
問
中
白
十
二
月
五
目
む
ろ
に
は
、

「
位
本
円
週
」
や
遁
臣
、
晶
監
す
る
予

定
で
あ
る
。

事
明
日
川
は
、
問
書
岨
醐
晶
A
田
町
山
雨

文
市
民
曹
白
ニ
白
二
百
七
)

、

満たされてゆく充実感が

やすらぎも伝えてくれる

うるおいの

}ころ;菜く

よ
り
創
造
的
で
あ
る
:
か

す
で
に
科
学
的
世
掘
削
求
旧
内
聞

人
目
血
畢
白
制
約
と
な
っ
て
い
る
己

ιが
間
島
か
に
な
っ
た
も
白
に
つ
い

て
は
造
問
改
曹
を
回
る
.

ハ
5
〉
動
伺
師
人
白
用
佐
伯
w
a

動
骨
師
人
に
と
っ
て
、
任
雌
・
出

置
に
時
る
母
開
陣
揮
は
、
師
人
白
身

白
出
曜
と
R
代
白
同
比
四
胆
全
な
宵

明
白
観
点
か
ら
必
閣
不
可
欠
で
あ
h
u

さ
ら
に
き
め
細
か
な
対
簡
を
帽
閉
じ
る

必
煙
が
あ
る
.
E
D
た
め
、
明
働
基

に
、
動
骨
M
人
組
排
患
に
民
ヲ
く
母

性
曲
師
曹
瑚
に
聞
ず
る
荊
置
に
つ
い

て
の
掴
噂
正
楠
田
叩
底
に
持
め
る
・

動
A
N
聞
人
目
時
性
山
田
園
哲
到
の
改

曹
白
た
め
、
現
括
二
究
白
婦
人
世
年

明
に
帽
附
さ
れ
て
い
る
母
性
田
陣
曹

用
問
時
阻
を
鼠
式
問
惜
し
、
動
拘
鮒

人
や
車
業
主
に
対
す
る
相
直
・
国
暗

に
吐
た
る
圃
品
引
を
耐
え
る
.
ま
た
、

事
業
主
に
お
い
て
F
U
主
的
管
瑚
障

制
宇
と
る
己
と
が
噌
ま
れ
る
白
官
、

五
O
人
以
上
回
U
字
梢
働
者
を
刷
用

ず
る
事
高
所
に
対
し
て
母
性
出
嵐
官

開
推
進
者
由
設
雌
同
風
在
約
五
、

0
0

0
人
)
を
一
円
醐
奨
す
る
と
と
も
に

こ
白
人
々
白
資
圃
向
上
、
仔
肢
と
白

迎
構
岨
化
を
凹
る
a
な
布
、
勤
労
蹄

人
に
対
し
て
、
日
展
軒
到
に
つ
い
て

の
碑
銘
柄
碍
を
持
地
ず
る
.

(8)
軸
灘
蛇
活
と
ゑ
阻
午
活
白
調
柑

わ
が
閏
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る

掛
司
刷
用
盟
、
年
拘
括
質
量
制

度
が
支
出
的
で
あ
P、
混
噛
し
た
慣

に
、
港
職
問
と
同
じ
制
働
拍
件
で
再

就
職
す
る
己
と
は
閥
解
官
あ
る
。
己

白
よ
う
な
附
掛
に
か
ん
削
み
、
動
封

師
人
M
M
H
用
間
同
秒
厳
惜
し
つ
つ
、

-
E
嗣
間
育
児
に
早
世
す
る
己
と
を

司
間
に
す
る
南
出
体
強
制
度
目
今
世

一
円
白
持
及
を
凶
る
た
め
に
、
企
車

に
対
す
る
現
助
的
聞
が
猛
恋
す
る
な

P
強
h
M
な
指
唱
を
進
出
る
.
な
お
、

女
子
教
育
冊
目
、
計
調
閥
、
保
母
帯

特
定
職
捕
に
つ
い
て
布
姐
世
薬
剤
胤

促
正
問
世
田
充
実
歩
凶
る
。

ま
た
、
動
噛
剣
人
四
祖
叫
定
ぴ
噛

章
明
活
と
留
置
々
出
白
岬
柏
を
回
る

た
め
由
自
台
前
祉
瞳
品
で
あ
る
働
〈

間
人
白
ま
(
現
在
白
回
カ
所
)
を
瑚

R
す
る
と
と
も
に
動
問
同
人
目
唖
盟

に
合
植
し
た
投
附
週
間
が
な
さ
れ
る

よ
う
、
槽
陪
白
充
実
を
回
っ
て
ゆ

ノ、
〔
7
)
中
間
嶋
業
刑
制
体
制

昭
和
冗
十
一
年
六
月
に
情
定
さ
れ
士

「
揖
ニ
択
鴫
軍
刑
制
基
木
酎
凶
」
に
基

づ
実
』
、
こ
れ
か
ら
眠
楽
に
批
己
5
P
子

る
省
、
雄
輔
し
ト
官
J
と
す
る
省
、
在
唱

し
て
い
る
噛
働
者
暗
に
対
す
る
軸
革
剛

輔
の
充
実
帯
情
』
開
暗
白
槽
岳
を
拡
充

す
る
E
と
に
よ
り
、
師
人
を
今
』
比
制
措

人
白
相
輔
に
わ
t
文
句
摺
力
開
晶
体
制
。

覚悟境
J
〈
b
-
9
仔
う
。

六

、

育

児

環

境

の

整

備

民
ロ
附
白
距
附
に
つ
い
て
は
、
陸
相
I

f
p
年
択
計
一
酬
を
も
っ
て
増
長
距
冊
が

図
忘
れ
刊
そ
の
施
設
置
と
入
所
児
前
世

は
二
十
五
年
三
、
只
出
ケ
壇
壬
ハ

万
人
、
=
手
五
年
一
万
ケ
所
六
十
九
万

人
‘
四
十
五
年
一
万
四
、
。
円
δ
ケ
所

一
一
三
万
人
と
紳
び
て
き
て
お
り
、
四

十
六
年
か
ら
璽
7
u
t
保
育
所
藍
冊
孟

ケ
年
計
画
を
す
で
に
坦
成
し
、
そ
白
陸

も
引
夫
前
声
4
間
九
O
O
ケ
所
脳
血
白

新
態
と
い
う
迫
陛
で
抽
冊
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
五
十
二
年
躍
に
お
い
て
は
、

-
万
九
、
O
円

6
ケ
所
}
八
O

元へ

慌
時
十
五
万
人
、
週
刊
曲
目
(
開
雌
貰
)

へ
白
凶
岨
楠
助
略
的
二
、
四
円

δ
檀

同
に
姐
じ
て
い
る
.

し
か
し
な
が
口
、
岡
国
由
意
理
由
E

化
を
も
含
め
た
社
会
的
な
蹄
唖
囚
白
亜

化
に
よ
b
、
保
育
所
へ
の
鴨
川
官
は
値
備

と
し
て
高
く
、
そ
の
内
容
は
多
樟
化
し

て
い
る

.
5
Eた
情
制
幸
ふ
ま
え
、

m
r
皆
所
白
基
末
的
な
拡
p
b
方
に
つ
い
て

も
国
民
自
聞
に
さ
$
呈
』
ま
白
声
が
あ
る

-ーーーー・

流
の

~・

一
流
の
映
画
よ
り

戸つ
j
ん

言
え
る
な
あ
市
川
昆
(踏
)

二れがスープ ー

流レストランと局じように.じっ〈り時間をかけたブイヨン、

そして牛坑 パター・コーンベーストをたっぷり入れまLた.

奪三手孟起AU

h~~ 町a
;害凍食品

ヒカシマY鴎油

浅

色

深

長寺舎町
J コす〈ち

**ヘhz，墨書*
体表面積の計算

基礎代謝量の計算

、予

栄 養計算に新時代を
秒速計算と同時に

計算の確実性をさらに増した

日本冷蔵

=，.しずのコーシボタ-32z
.おせ丘くのお庄の冷凍食品コーナーでお求めくださし、。

平方、立方等

東点間千代田区神田腫河台 4町 4

TEL 03-(253)-2631 ~~ 

カロリ一所要量の計算

食品使用量と消賛成分の計算

給食における栄養計算

掛算、 上t二伊J、割算、

、へンミ・カロリ一。

へンミ ・力ロリーの登場で

煩わしい計算時代は終りです.

身近において能率をあげる。

巧みな機能と栄養の接点を先取りして

あなた の

栄養計算をさらに広げていきます。




